
司法試験

予備試験短期合格のスケジューリング方法

LL21136

0 0 0 1 2 1 2 2 1 1 3 6 9



 



1 

予備試験短期合格のためのスケジューリング方法 

LEC 東京リーガルマインド専任講師 武山茂樹 

１、スケジューリングの重要性

・司法試験は、短期決戦といっても最低１年はかかる

・学習量が膨大

・これをやれば確実に合格、ということはない

⇒目標から逆算して、学習計画を立てないと、効率よい学習ができない。

２、目標の設定

・２か年計画でも、１年終了時に短答合格を目指す！

例）

２０２２年４月 学習開始

２０２３年７月 予備試験短答式試験→合格

２０２３年９月 論文式試験

２０２４年７月 予備試験短答式試験→合格

９月 論文式試験→合格

２０２５年１月 口述試験 →合格

なぜか？

①

②

３、スケジューリングの方法

（１）大、中、小の三段階の計画を立てる

・大＝年間計画、月単位の計画

・中＝週単位の計画

・小＝一日に何をやるかの計画

（２）中、小計画は全て最初に立てない

中計画は３カ月くらい最初に設定、そして３カ月が経過した都度立てていく

小計画は、１週間単位で立てる。
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（３）中計画 
・メインは何の科目をやるか？インプットなのかアウトプットなのか？論文な

のか短答なのか？ 
 
（４）小計画 
・これがメインのスケジュール 
・１日に何をやるかを具体的に書く 
～時間単位のスケジュールでもよいが、内容単位のスケジュールがおすすめ 

・その代わり、無茶をしない。 
・終わらなかったら終わるまでやる、逆に早く終わったらおしまい（やっても

いいけど） 
・予備日を作る。予備日は、計画が破綻しそうなときの予備。計画がスムーズ

に行っていれば余暇として活用してよい 
・予備日は、理解しにくい論点をとことん考えることにも使える 
・予備日を２回使っても計画を修正できる見込みがない場合は、勉強計画の不

渡り、破産。 
→リスケジューリングする 

 
４、ペースメーカーの重要性 
・司法試験は量が膨大 
→ペースメーカーを作る 
例）講義、テキスト●●ページの区切り、短答式試験の問題１０問、論文の問

題２題、など 
 
５、スキマ時間の活用法 
・コンパクトな記憶ツールをいつも持ち歩く 
例）論証集、完択など 

・論証をスマホに転送 
・条文はネットに落ちている 
 
満員電車はどうするか？ 
・問題を覚えて考える時間にする 
 
６、視覚化する 
・できたら赤ペンで項目をつぶしていく 
・学習時間をペンで塗っていく（あまりおすすめはしない） 



大計画 年間計画 月間計画
2022.4
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・民法総則の学習（講義に出る、講義の復習）
・講義でならった範囲の短答式試験の過去問を解く
・講義でならった範囲の論証を、何も見ないで書けるようにする

6

・民法物権、債権総論の学習（講義に出る、講義の復習）
・講義でならった範囲の短答式試験の過去問を解く
・講義でならった範囲の論証を、何も見ないで書けるようにする

7

・民法債権各論、家族法の学習（講義に出る、講義の復習）
・講義でならった範囲の短答式試験の過去問を解く
・講義でならった範囲の論証を、何も見ないで書けるようにする

8
9

10
11
12

2023.1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

2024.1
2
3

基本７法の基礎知識を身につける
（テキスト３周）
短答式試験の過去問を解く
短答式試験の模試で合格推定点を取る
基礎的な論文を書ける力を身につける

論文をとにかく書ける力を身につける
予備試験論文の過去問をすべてやる
答練に取り組む
模試で合格推定点を取る



6月1日 ・講義（民法13）

6月2日
前日にやった債権総論のテキスト（P●●
～××）を読んで理解する

6月3日
前日にやった部分の短答過去問を解く、
論証覚える

6月4日

6月5日 ・講義（民法14）

6月6日
前日にやった債権総論のテキスト（P●●
～××）を読んで理解する
短答式試験の過去問を解く、論証覚える

土曜

6月7日 ※予備日
日曜
午後から会社の
バーベキュー

６月計画 講義内容 勉強方法 備考
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